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笑顔と会話でのコミュニケーシ ンをヨ

主
婦
業
か
ら
福
祉
施
設
の
寮
母

を
五
年
間
経
験
し
た
塚
原
さ
ん
は
、

平
成
元
年
、
五
一
歳
の
時
、
合
格

率
約
一
一
割
の
難
関
を
突
破
し
、
第

一
回
目
の
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

「
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
に
、
よ
り
よ
い
介
護
で
接

し
た
い
、
そ
し
て
、
｜
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
日
常
生
活
の
援
助
が
で

き
た
ら
、
と
思
い
ま
し
て
」
と
塚

原
さ
ん
。
特
に
入
所
者
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
食
事
時
間
を
重
視
し
、

笑
顔
と
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
と

同
時
に
、
体
力
の
衰
え
た
高
齢
者

に
と
っ
て
、
食
物
が
の
ど
に
詰
ま

る
な
ど
危
険
な
こ
と
も
あ
り
、
塚

原
さ
ん
が
一
番
緊
張
す
る
と
き
で

す
。 塚原マサ子さん・高戸

しようらいそう

'特別薙熱ﾎ芥鋪騨｜ 霧I
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災害への備えと対処の仕方を学びます

火
災
を
想
定
し
て

零

総
合
防
災
訓
練
を
行
い

灘
舞#蝋

‐

総
合
防
災
訓
練
は
、
二
月
五
日

㈲
午
前
九
時
か
ら
君
田
小
・
中
学
校

を
訓
練
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
（
災

害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
九
日
㈹
に
行
い
ま

半
。
ノ
○
一

一
当災
害
の
想
定
は
、
「
県
下
に
強
風

と
波
浪
・
乾
燥
注
意
報
が
発
令
中
の

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
平
成
三
年
に
発
生
し
た
日
立
市
の
林
野
火
災
は

火
の
粉
が
飛
び
、
次
々
に
住
宅
地
に
燃
え
広
が
る
と
い
う
、
予
期
し
な
い

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
高
萩
市
は
、
市
域
の
約
八
割
が
山
林
で
あ
る

た
め
、
林
野
火
災
に
よ
る
住
宅
地
な
ど
へ
の
延
焼
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

災
害
発
生
と
と
も
に
消
防
署
や
消
防
団
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
と
協

力
し
て
、
消
火
や
人
命
救
助
、
応
急
手
当
て
、
交
通
規
制
、
食
料
・
物
資

の
輸
送
な
ど
の
活
動
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に
お
い
て
、
防
災
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
円
滑
な
防
火
活
動
を
行
う
こ
と
と
、
そ
の
体

制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
可
能
性
を
踏
ま
え

て
の
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
と
対
処
の
仕
方
を
、
ぜ
ひ
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
火
が
、
い
つ
の
ま
に
か
山
や
住
宅
を
襲
い
、

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
平
成
三
年
に
発
生
し
た
日
一

二
八
種
目
の
訓
練

二
月
五
日
㈱
午
前
九
時
ご
ろ
、
下

君
田
地
区
の
山
林
内
で
出
火
し
た
火

災
は
、
お
り
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら

れ
次
々
に
燃
え
広
が
り
、
住
宅
地
に

も
延
焼
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

市
と
県
で
は
、
災
害
の
重
大
性
か
ら

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
高
萩

市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
は
、

現
地
指
揮
本
部
を
設
置
し
て
、
関
係

里。

さ
ら
に
は
人
命
に

市
の
林
野
火
災
は
、 と包る

参加者の声

高
萩
工
場
で
は
、
各
課
に
ポ
ン
プ
班
と
消

火
栓
班
を
作
り
、
さ
ら
に
市
内
の
関
連
会
社

な
ど
と
と
も
に
自
衛
の
た
め
の
防
護
隊
を
編

成
し
て
、
防
災
に
備
え
て
い
ま
す
。

工
場
内
に
は
、
約
一
，
三
○
○
本
の
消
火

器
が
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
初
期
消
火

活
動
が
取
れ
る
よ
う
、
各
課
の
依
頼
を
受
け

て
私
た
ち
が
指
導
も
し
ま
す
。
警
備
室
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
車
を
四
台
備
え
て
お
り
、
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

幸
い
に
も
大
き
な
災
害
に
合
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
実
際
に
消
防
ポ
ン
プ
車
で
火
を
消
す
作

業
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
こ
の
訓
練
を
参
考

に
、
さ
ら
に
防
災
対
策
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

訓
練
を
防
災
対
策
の
参
考
に

ま
す

金井誠さん

日本加工製紙㈱

高萩工場警備室長
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＊総合防災訓練の主な内容＊
総合計ll練会場の案内図11月5日(金)午前9時から12時30分まで

午前

9 ：00．下君田地区で山林火災が発生し、地域住民

へ災害広報を実施。民家に迫ってきた火勢

に対して、消防ポンプ自動車など10台が一

斉に放水する。

’

15．火災が上君田地区と小・中学校方面に拡大

しており、住民と子どもたちが避難する。

避難途中、火災で発生した多量の煙が充満

したなかを避難する。 （煙体験ハウス）

Q
J

9 ： 30．山の中で延焼が拡大している火災の状況を

把握するため、航空自衛隊の偵察機やヘリ

コプターが、出動する。

9 ：45．火災の進行を阻止するため、伐採作業に入

る。

起震車や煙体験ハウス、そしてテレビビデオ

による防災コーナーを用意してありますので、
体験してください。 また、乾パンなどの非常食の試食会もあります。
・時間午前9時から12時10分まで
・ところ訓練会場内（学校の校庭の西側）

9 ：55.小学校に取り残され職,屋上で救助を求める
人をヘリコプターや梯子車、救助隊により

救助し、応急手当てをする。

iー

機
関
の
協
力
の
も
と
、
人
命
の
救
助

や
救
護
、
火
災
消
火
、
そ
し
て
電
力

や
電
話
の
復
旧
な
ど
の
応
急
対
策
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
知
事
は
、
事
態
を
重
視

し
、
自
衛
隊
に
対
し
て
災
害
派
遣
を

要
請
す
る
な
ど
、
二
八
種
目
の
訓
練

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

午
前
九
時
に
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す

午
前
九
時
に
総
合
防
災
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
そ
の
合
図
に
会
場
周
辺
に

は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
は
、
火
災
と
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
訓
練

の
時
間
と
そ
の
内
容
は
、
左
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

10：20.火災による電柱の傾斜や電線の断線が多発

し、電力の復旧作業を行い、発電車により

送電する。同様に災害用無線機や電柱布敷

ケーブルを使って、電話回線のを復旧する。

10 ： 21 ．火災による負傷者に対して、三角の布を

使って包帯する。

’ 10 ： 25．停電で信号機が停止し、交差点でタンク

ローリーと乗用車が衝突してしまい、乗用

車に閉じ込められた運転手をエンジンカッ

ターなどで救助する。
ど

また、流出した危険物は、±のう袋で阻

止し、関係機関に通報する。

’

参
加
団
体
は
、
市
や
県
、
消
防
署
、

消
防
団
、
市
内
の
小
・
中
学
生
や
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
、
企
業
の
自
衛
消
防

隊
、
日
本
赤
十
字
社
、
さ
ら
に
は
東

京
消
防
庁
や
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
な

ど
一
○
四
の
関
係
機
関
や
団
体
（
延

べ
約
一
‘
八
○
○
人
）
で
す
。
訓
練
会

場
へ
車
で
お
越
し
の
際
は
上
の
案
内

図
の
三
か
所
の
駐
車
場
（
収
容
台
数

約
三
○
○
台
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
か
ら
訓
練
会
場
ま
で
は
、

巡
回
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

も
う
一
度
、
家
庭
や
職
場
で
火
災
な

ど
の
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

曽

10：50．大規模災害のおそれがあるため、地上消火

の他にヘリコプターによる空中消火を行う。

11 ： 25．火災を鎮圧し、その後の残り火をジェット

シューター60台などで処理する。

11 ： 30．林野火災の火の粉が降り注ぎ、家屋に延焼

し、屋内消火栓や消火器、水バケツなどで、

初期消火活動を進める。 行
楽
な
ど
で
山
へ
行
く
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
た
き
火
な
ど
の
火

を
完
全
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
火
で

も
枯
れ
葉
な
ど
に
燃
え
移
り
、
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
車
か
ら
の
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

「
も
し
も
…
」
の
た
め
の
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
火
災
が
発
生
し
、
火
が
拡
大
し
て
い

く
の
を
阻
む
た
め
に
、
木
々
を
伐
採
し
て
い

く
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
各
関
係
機
関
の

対
応
の
仕
方
と
協
力
体
制
を
、
具
体
的
に
確

認
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
ぶ
こ
と
が
多

行
い
良
い
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
が
多
い
良
い
機
会

11 ： 45．林野火災が住宅地へ類焼し、消防ポンプ自

動車10台で消火活動を進める。

12 ： 00．被災地に不足している医薬品をヘリコプ

ターで投下する。

山野辺世秀さん

高萩市森林組合

12：30．総合防災訓練を終了する。

L
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釦
え

℃

脇樵騨要漿腰鰈(糊8-2）
：

盆23－7911

と運転歴46年の三浦久助さん（本町）

露鯛 豊
蝋

雛
#

、

蟻

押凸駒

鶏慰蕊

澪
蕊

○霊傘､ 、鯨： ｵﾐ鍵駕篭琴蕊

霧驚溌蕊難

……由

○

○事
、
介
護
の
分
野
の
会
員
を
募
集
中
で

き
ェ
主
十
‘
の
で
、

特
に
、
襖
張
り
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

る
健
康
な
人
な
ら
、
会
員
に
な
れ

れ
ま
で
堵
わ
れ
て
き
た
経
験
を
、

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

口
甘
・
丁
子
課

員
に
な
る
た
め
に
は

お
お
む
ね
六
○
歳
以
上
秀

・
未
経
験
で
あ
っ

定
年
に
な
っ
て
退
職
し
た
人
、
ま
た
、
六
○
歳
以
上
に
な
り
あ
ら
た
め
て
就
職

は
望
ま
な
い
が
、
何
か
働
く
機
会
が
ほ
し
い
、
な
ん
ら
か
の
報
酬
を
得
た
い
と
い

う
人
、
い
ま
せ
ん
か
？
㈱
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
願
い
に
応
え
る
就
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
の
会
員
は
一
二
八
人
で
、
そ
の
内
八
○
人
が
女
性
で
す
。
市
内
の
六
○
歳

以
上
の
人
口
に
対
す
る
会
員
の
加
入
率
は
、
約
三
パ
１
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
お

互
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
従
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

L〆

働
く
意
欲
が
あ
れ
ば
、

る賞状や新年のごあいさつの年賀状は、
か'っ ‘しょ

も分かるように桔耆で書きます。長くみ

お手もとに残るものですからきれいな筆

がけています｡」と所貞之助さん（高萩）

「栄えあ

どなたで

なさんの

字でと心

て
も
講
習
会
な
ど
を

』
働
く
意
欲
の
ま
す
。

ｘ
ご
ド
ヮ

各
職
種
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
仕
事
を
す
る
に
は

仕
事
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

④


